
 
 
 

●テーマ 「声をかけ・支えあう・人が大切にされる町づくり」 

○重 点 「であい・ふれあいを大切にする、心の通ったまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募作品３０点の中から中西 麻優子さん（倉敷翠松高等

学校３年）の作品が最優秀賞に選ばれ、東中学校区人権学習

推進委員会のマスコットキャラクターに決まりました。 

また、優秀作品に山本 彩夏さん（万寿東小学校３年）お

よび赤松 杏紀さん（東中学校２年）の作品を選びました。

そして、２月１９日開催の「第１回 であい・ふれあい・

えがおの集い」の中で優秀作品の表彰式を行い、たくさんの

参加者の方に披露することができました。 

人権を「みんなが穏や
かに過ごせる晴れの日」
とイメージしました。 
だから、天気を晴れに

してくれるおまじない
の“てるてる坊主”をモ
チーフにして、このマス
コットキャラクターを
考えました。 

 ２月１９日に、東中学校音楽部と公民館講座（女声コー

ラス）の協力をいただき、「第１回 であい・ふれあい・

えがおの集い」を開催することができました。 

 内容は、東中学校音楽部のアンサンブル演奏・女声コ

ーラスと全員合唱・啓発ビデオと講話・マスコットキャ

ラクター優秀作品表彰式…などで、「音楽でつながる心と

心」をサブタイトルとして行いました。 

 当日は寒い日でしたが、立ち見が出るほどたくさんの

方々にご参加いただき、世代をこえた“であい・ふれあ

い・分かり合い”を深めることができました。 

わたしが、 
ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
です。！ 


